
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山と川と人とつながるたくましい子供」 城上小学校だより 

学校 HP は，こち
らからもご覧頂く

ことができます。 

「くじけない」 

校 長  米丸 寛之    
 

 梅雨も本格化し、台風接近もあり、災害等が起こらずに日々を無事に過ごせていければと願う毎日
ですが、６月 13日（土）は、保護者や地域と連携した欠かせない特色ある教育活動の一つである「田
植え」を実施することができました。子供たちが、地域の方々の指導を受けながら、笑顔で楽しそうに
手植えをしていく姿に、ほっと一安心しました。保護者や地域の皆様には準備等大変お世話になり、
ありがとうございました。秋の稲刈りや稲干し、脱穀の収穫が楽しみです。今後も、引き続き、どうぞ
よろしくお願いします。 
 さて、令和８年６月９日（火）の南日本新聞ひろば欄に、83歳男性が「教材に最適 横田元選手の
生き方」と題して投稿したものが掲載されていました。この記事を読んだ時に、横田元選手が、令和４
年から１年間、南日本新聞のオセモコ欄で、大好きな野球を病気に奪われた苦しみ、絶望感、そして、
そこから立ち直って前を向いて歩んでいく自身の姿を、「くじけない」というタイトルで紹介されてい
たことを思い出しました。 
 
横田慎太郎元プロ野球選手 
平成 25年、県内の高校野球強豪校からドラフト２位でプロ野球阪神タイガースに入団。 
入団４年目に脳腫瘍を宣告され、18時間に及ぶ大手術をするも視力が回復せず、令和元年に
24歳で現役引退。 
（２軍での引退試合にセンターの守備で出場し、センターフライを捕った後ホームめがけて
ボールを投げタッチアウトにしたことが「奇跡のバックホーム」と呼ばれる。） 
引退後は、「自分と同じような状況にある人たち、病気で苦しんだり、闘っている人たちの力
になることが自分に与えられた使命だ」と考え、講演活動や病院への訪問等を行う。 
その後、脊髄への転移が分かり、治療をうけるも、令和５年に 28歳の若さで亡くなる。 

 
「くじけない」で、横田元選手は次のことを語っていました。 
 
・ どんな状態でも、絶対にグラウンドに戻って野球をやるんだ、という気持ちだけは持ち続けました。 
・ （二重に見えたりぶれたりする）こんな目でも大きな挑戦をしている。一流選手にも負けないくらいすごい
ことに立ち向かっているんだ、と思えるようになりました。 
・ 自分一人で病気と闘うことは、とてもできませんでした。家族の存在が気持ちを奮い立たせてくれました。 
・ 小さな目標を立て、少しずつ少しずつ前に進む。子供の頃からずっと続けてきたこのやり方が、病気と向き
合う時にも力をくれました。 
・ 新しい朝が来ることは決して当たり前じゃない。２度の病気が教えてくれました。 
・ 迷い悩んだ時やうまくいかない時には、ぜひ一人の時間をつくってみてください。自分と向き合い、何が足
りないのか考え、克服するために今より少しだけ頑張る。それを続ければ、今が苦しくても、絶対に幸せな日
が訪れます。 

 
「新しい朝が来ることは決して当たり前じゃない」という言葉は心に強く響き、横田元選手が歩んだ
人生に、生きていることや周りの人たちに日々感謝し、今できることを、くじけずに、全力でコツコツ
取り組みながら、一日一日を送っていくことの大切さを教えてもらいました。 
 83歳の投稿者は、最後を「小学生が夢や希望を持ち、生き方を考えるように願う」と結んでいます。
私自身も、投稿者の思いと同様、子供たちに、横田元選手をはじめ多くの人達の生き方や考え方を学
び、自分のこととして考え、希望を持って、心身ともに豊かに生きていってほしいと願います。 
 
※ 横田元選手の生き方は、鹿児島県教育委員会発行の小学校の道徳教育教材『かごしまの心 ～今
日、どの先人？～』に取り上げられています。また、本も出版されており、昨年度は映画化され、今
年７月にはＤＶＤがリリースされる予定です。 
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【７月の行事予定】 

１ 水 
いじめのない学校づくりの日 

家庭教育学級、学級 PTA 
14 火 

選書会（６年生） 

お話会（５・６年生） 

６ 月 命を大切にする心を育む日 17 金 終業式 ※給食あります 

９ 木 
移動図書 

学校支援ボランティア養成講座（本校） 

21 火 水難事故防止運動強調週間(～8/31) 

23 木 子どもと一緒に読書の日 

※ 今年度は、水泳大会は実施せず水泳学習参観週間としています。［６月 29日（月）～７月３日（金）］ 

うなぎの放流  
５月27日（水）に内水面漁協さんの指導で、うなぎ

の放流を行いました。最初怖がっていた児童も徐々に

慣れ、楽しそうに放流を行っていました。今年が最後

の6年生は慣れた手つきで、次  々

にうなぎをつかみ川に放していま 

した。毎年、貴重な体験をさせて 

くださる内水面漁協の方々、本当 

にありがとうございます。 

一日遠足 （１・２年生）  
５月22日（金）に、１～２年生は一日遠足を行いま

した。川内駅に集合して新幹線で鹿児島市へ。そこか

ら路面電車で水族館へ向かいました。水族館ではいろ

いろな海の生き物を夢中で見たり、イルカショーを見

たりしました。今回の遠足で 

は、日頃できない体験やマナ 

ーを守った行動などを学ぶと 

ともに、思い出に残る楽しい 

１日となりました。 

 

さつまいもの苗植え（１・２年生）  
６月５日（金）に体育館横の畑にさつまいもの苗を

植えました。苗は下塚の福寿さんに提供していただき、 

当日も植え方を指導していただきました。おかげさま

で１・２年生は苗を上手に植える 

ことができました。さつまいもの 

種類は、安納芋とシルクスイート 

です。秋の収穫が楽しみです。福 

寿さんありがとうございました。 

心肺蘇生法研修  
６月11日（木）の学校保健委員会・家庭教育学級

で一次救命処置研修（心肺蘇生法研修）を行いまし

た。日本赤十字社より講師を招き、実技研修を中心

とした研修を行いました。疑問 

に思ったことは質問をして、も 

しもの時のためにみなさん真剣 

に取り組んでいました。 

大綱引大会合同練習会（５・６年生）  
 5月26日（火）に小中一貫教育の取組として、高来

小と八幡小の５・６年生、平成中の１年生と綱引の合

同練習会を行いました。今回の練習会では、小小連携

や小中連携を通して、友人関係を築き，中学校生活が

スムーズにスタートできるようにすることも目的に行

われました。子供たちは綱引 

の練習を通じて、生き生きと 

活動でき、交流も深めること 

ができました。 

〔生活〕物を大切にしよう  〔保健〕暑さに負けない体をつくり、熱中症を防ごう ７月の目標 

田植え 
6月13日（土）に多くの地域の方々や保護者の方に

ご協力をいただいて恒例の田植えを行いました。全校

児童と保護者、地域の方、学校職員が一列に並び手植

えを行いました。児童の中には、 

虫や泥の感触に「キャー」という 

声も聞こえましたが、本当に貴重 

な体験となりました。皆様ありが 

とうございました。 

【６月：いじめアンケート結果】 

 1 学期も後半に入り、急な気温の上昇や高い湿度によ

り、児童は心身ともに疲れを感じ始めています。今のとこ

ろ、重大ないじめ事案の発生はありませんが、規則正しい

生活ができているか振り返り、心身の健康を保ってほしい

と思います。 

◆◆◆お知らせ◆◆◆ 

 城上小学校は、救急車とヘリコプターが合流

し、患者をドクターヘリへ乗せ換える「臨時離

着陸場」となっています。ヘリコプターが近づ

いてきた時は、窓を閉めるようにしてくださ

い。 


